
支
那
金
石
學
概
要
石
刻

第
一
、
刻
石
と
碑
の
別

第
二
、
造
像
と
豊
像
の
別
（
前
銃
所
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

第
三
、
経
典
諸
刻
と
記
事
諸
刻
の
別

第
四
、
一
切
建
築
物
附
刻
の
文

　

紀
事
刻
石
と
は
営
時
の
事
件
の
記
録
を
石
に
刻
し
て
表
章
し

た
も
の
で
あ
る
。
経
典
刻
石
と
は
古
人
の
著
作
を
石
に
刻
し
て

流
傅
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
刻
石
の
腿
明
鴬
初
は
幾
ん
ど
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

事
の
文
章
の
み
で
あ
っ
た
が
、
熹
平
石
経
に
至
っ
て
始
め
て
経

典
の
刻
が
現
れ
た
。
故
に
世
に
傅
へ
る
刻
石
は
経
典
少
く
紀
事

が
多
い
の
で
あ
る
。
左
に
分
類
列
畢
す
る
「
大
學
石
経
」
「
称

道
石
経
」
「
厨
方
」
「
格
言
」
「
書
目
」
は
経
典
の
類
で
あ
り
、

「
事
蹟
を
表
章
す
る
文
」
「
文
書
」
「
冪
誌
冪
筋
け
「
譜
系
」
「
地

圖
界
至
」
「
題
詠
・
題
名
」
は
紀
事
の
類
で
あ
る
。

　

太
學
石
経
後
漢
の
喜
平
年
開
１
一
芒
五
経
の
文
字

リ

　

し
、
石
に
刻
し
て
太
學
に
立
て

の
飢
雑
誂
誤
が
日
に
多
く
な
つ
だ
の
で
、
儒
者
に
詔
し
て
正
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

し
、
石
に
刻
し
て
太
學
に
立
て
、
後
来
の
學
者
に
携
る
べ
き
標

　
　

―

準
を
示
し
た
。
是
即
ち
熹
平
石
経
で
あ
っ
て
、
其
の
目
的
と
す

衡

川
茂
樹
詳

（
後
牛
以
下
次
耽
）

註著．

る
處
は
、
展
椅
寫
録
さ
れ
て
従
ふ
べ
き
標
準
の
無
か
っ
た
経
書

の
篤
に
、
侍
に
此
の
定
本
を
作
り
、
至
善
に
法
ら
し
め
ん
と
し

　
　
　
　

②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

た
の
で
あ
る
。
共
後
之
を
模
倣
し
た
も
の
に
、
魏
の
正
始
石
経

　
　

一

　
　

Ｉ
・
Ｉ
｜

　
　
　
　

‘
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
’

　
　
　
　

Ｉ
・
１

　
　
　
　
　

９

唐
の
開
成
石
経
、
後
蜀
の
炭
政
石
経
、
北
宋
の
嘉
結
石
経
、
南

　
　

　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

宋
の
高
宗
御
１
　
石
経
、
清
の
乾
隆
石
経
が
あ
る
。

　

渕
劉
紺
は
後
漢
監
帝
週
♀
四
年
（
後
漢
書
鬘
帝
紀
は
四
万

四
年
春
三
月
の
事
と
す
る
が
、
水
経
注
は
光
和
六
年
と
云
ふ
。

洪
活
は
「
諸
儒
詔
を
受
く
る
は
熹
平
に
在
る
も
、
碑
成
る
は
光

　
　
　
　

⑤

和
の
年
な
り
」
と
云
っ
て
る
。
）
に
立
て
ら
れ
、
蔡
岳
の
書
で

（
蔡
昌
傅
に
「
昌
自
ら
丹
を
碑
に
書
し
、
エ
を
し
て
鍋
刻
せ
し

　
　
　
　

④

む
」
と
あ
る
。
『
隷
称
』
に
著
鐘
す
る
残
宇
の
後
に
堂
硲
典
・
馬

日
碑
の
姓
名
が
あ
る
の
で
、
洪
活
は
「
今
存
す
る
所
の
諸
経
宇

骸
各
々
同
じ
か
ら
す
、
其
間
必
ら
す
同
時
揮
毫
す
る
者
あ
ら



//j

　

⑦
ん
」
と
云
ふ
Ｉ
石
の
表
裏
に
刻
し
て
あ
る
。
其
の
字
顛
は
『
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
　

漢
書
～

道
元
の
『
水
経
注
仮
穀
水
篇
』
は
三
字
の
も
の
を
魏
に
思
せ
し
め

　

⑨
る
。
宋
の
洪
辺
の
『
隷
仰
≒
隷
絞
』
を
著
す
る
や
、
一
字
石
経

を
録
し
、
其
の
上
に
堂
跡
典
・
馬
日
碑
等
の
名
か
お
る
事
か
ら
、

郎
氏
の
説
に
抹
り

、
後
漢
書
の
誤
を
正
し
、
之
を
辨
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
。

最
も
詳
細
で
あ
る
。
是
に
於
て
一
字
石
維
は
漢
の
刻
な
り
と
の

論
が
始
め
て
決
定
さ
れ
た
。
其
の
経
敷
は
或
は
五
経
（
蜜
帝
紀
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

戚
柚
傅
・
儒
林
傅
序
・
宦
者
椋
）
、
或
は
六
経
（
蔡
邑
傅
・
儒
林

　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉

張
馴
帖
）
、
或
は
七
経
（
隋
書
経
籍
志
）
と
も
云
は
れ
る
。
近
頃

王
國
維
が
『
魏
石
組
考
』
を
著
恂
、
傍
ら
漢
の
経
敷
を
考
鐙
し

『
川
易
・
尚
書
・
魯
詩
・
儀
砲
・
春
秋
』
の
五
経
と
、
『
公
羊
・

論
語
』
の
二
輯
と
定
め
た
。
他
総
の
専
門
家
が
殖
習
し
、
特
に

博
士
を
置
か
ぬ
『
論
語
』
を
除
き
、
共
餓
は
皆
各
々
學
官
に
立

て
ら
れ
、
専
門
の
博
士
を
置
い
て
教
授
し
て
ゐ
る
も
の
だ
。
だ

か
ら
先
儒
の
紀
載
が
五
・
六
・
七
経
と
ま
ち
く
に
な
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
共
の
石
数
は
『
西
征
記
』
（
太
平
御
覧
文
大
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

引
）
に
は
四
十
枚
と
云
び
、
『
洛
陽
記
』
（
蔡
邑
傅
注
所
引
）
に
四

十
六
枚
と
あ
り
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に
は
四
十
八
５
　
揃
す
る
。

王
國
維
は
叉
表
裏
の
字
数
よ
り
推
算
し
『
洛
陽
記
』
の
學
げ
た

数
が
最
も
躍
か
と
考
へ
た
。
其
の
碑
の
行
数
、
毎
行
の
字
数
は

詳
か
で
な
い
。
た
ゞ
『
隷
憚
』
に
載
せ
ら
れ
た
残
字
と
最
近
出

土
の
残
石
に
よ
っ
て
計
る
と
毎
行
約
七
十
字
乃
至
七
十
三
字
で

あ
る
。
石
を
立
て
た
場
所
は
太
學
で
あ
っ
て
、
今
の
洛
陽
城
の

東
南
三
十
里
、
洛
水
の
南
岸
の
朱
抱
増
村
に
営
り
、
『
洛
陽
伽

藍
記
』
に
記
す
る
所
の
勧
學
馬
ご
あ
る
。
漢
よ
り
北
魏
に
至
る

迄
は
残
毀
し
た
が
ら
も
石
は
皆
洛
陽
に
存
在
し
遷
さ
れ
た
事
が

な
か
っ
た
・
東
魏
武
定
四
年
作
一
匹
五
に
至
っ
て
洛
陽
よ
り
眉
祁

に
徒
さ
ん
と
し
て
河
陽
迄
来
て
岸
の
崩
壊
に
逢
っ
て
水
中
に
没

し
、
肩
に
到
着
し
た
も
の
は
大
牛
に
達
し
な
か
っ
た
（
『
隋
書
経

　
　
　
　
　
　
　

⑩

籍
志
』
に
見
え
る
。
然
し
『
北
有
書
』
文
宣
帝
紀
に
抹
る
と
天

保
元
年
i
f
i
O
に
恂
は
五
十
二
枚

皿
し
た
と
云
古
・
周
の
大

　
　
　
　
　
　
　

■
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

象
元
年
一
匹
作
一
五
郷
よ
り
洛
陽
に
遷
さ
れ
ｎ
周
書
』
宣
帝
紀

匹

よ

る
）
、
隋
の
開
皇
六
年
心
１
叉
洛
陽
よ
り
長
安
に
蓮
ば
れ
た

（
『
隋
書
』
劉
悼
傅
に
よ
４
　
。
次
い
で
隋
末
の
眼
に
逢
ぴ
、
建

築
の
官
が
之
を
柱
の
礎
石
と
し
て
使
用
し
、
唐
の
貞
観
の
初
年

に
魏
徴
が
之
を
聚
集
し
た
が
、
已
に
１
　
分
の
一
し
か
存
し
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

つ
だ
（
『
隋
書
経
経
志
』
に
よ
る
）
。
此
の
展
輯
遷
徒
に
よ
っ
て
、

石
組
の
啖
跡
は
遂
に
究
め
得
た
く
な
っ
た
。
宋
の
南
波
以
後
に

至
っ
て
残
存
し
た
石
経
の
経
立

-30-



が
捜
集
し
た
拓
本
も
僅
に
『
倚
書
』
（
盤
庚
・
高
宗
彫
日
・
牧

’
誓
・
洪
範
・
多
士
・
無
逸
・
君
廓
∵
多
方
・
立
政
・
顧
命
諸
篇
）

の
五
百
四
十
七
宇
、
『
魯
詩
』
（
魏
風
・
唐
風
諸
篇
）
の
百
七
十

三
字
、
『
儀
踪
』
（
大
射
儀
・
聘
踪
・
士
虞
踪
諸
篇
）
の
百
一
字
、

『
公
羊
傅
』
（
隠
公
四
年
よ
り

で
宇
文
紹
奔
と
同
時
代
で
は
あ
る
が
、
蜀
地
方
に
居
た
こ
と
を

聞
か
ぬ
か
ら
、
顧
炎
武
の
脆
が
正
し
い
。
）
の
成
都
西
棺
刻
本
で
。

宇
文
紹
奔
の
以
に
よ
る
と
四
千
二
百
七
十
字
、
楷
書
の
憚
文
が

　
　

⑩

あ
る
。
一
は
洪
活
の
會
稽
の
蓬
莱
閣
刻
本
で
、
洪
氏
自
身
の
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
、
『
尚
書
』
『
儀
憩
』
『
公

桓
公
元
年
に
至
る
迄
）
の
三

百
七
十
五
字
、
『
論
語
』
（
前

四
篇
と
後
四
篇
）
の
九
百
七

　
　

作

十
一
字
、
合
せ
て
二
千
百
六

十
七
字
に
過
ぎ
ぬ
。
今
『
隷

仰
』
『
隷
５
　
に
載
せ
る
も

の
は
是
に
外
な
ら
ぬ
。
石
経

の
重
刻
は
宋
代
に
二
本
出
来

た
。
一
は
胡
宗
愈
（
顧
炎
武

の
『
金
石
文
字
記
』
朱
彝
奪

の
『
経
義
汝
』
共
に
胡
氏
の

第
六
圖

　

(
Ｆ
ｉ
ｇ
.
６
)

　

漢
熹
平
石
経
儀
破
残
石

　

１
叫
弗
布
隣
館
蔵
石
ｊ

　
　
　

記
と
宇
文
紹
奔
の
践
を
引
い
て
ゐ
て
、
顧
炎
武
は
胡
氏
を
以
っ

　
　
　

て
胡
宗
愈
と
し
、
朱
彝
尊
は
胡
元
質
と
す
る
。
按
す
る
に
胡
宗

叩

　

愈
は
哲
宗
の
時
成
都
府
知
た
り
、
宇
文
紹
奔
は
孝
宗
の
時
耶
州

　
　
　

大
守
で
あ
っ
た
事
が
あ
る
。
胡
元
質
は
孝
宗
・
光
宗
時
代
の
人

羊
』

　

『
論
語
』

　

千
九
百
除

字
、
（
『
隷
憚
』
の
所
録
に
は

恂
ほ
『
魯
詩
』
が
あ
る
が
、

覆
刻
本
に
は
無
い
。
）
で
あ

　

⑩
る
。
、
今
は
雨
本
共
に
亡
侠
し

た
。
清
朝
の
翁
方
綱
は
諸
家

所
蔵
の
奮
拓
本
を
集
め
『
倚

書
』
（
盤
庚
・
洪
範
・
君
爽
諸

篇
）
、
『
詩
』
（
魏
風
・
唐
風
諸

篇
）
、
『
儀
鐙
』
（
大
射
儀
・
聘

聘
諸
篇
）
、
『
公
羊
』
（
隠
公

四
年
傅
）
、
『
論
語
』
（
認
政
・
微
子
・
尭
曰
諸
篇
と
篇
末
の
識

語
）
、
合
せ
て
六
百
七
十
五
字
を
南
昌
府
學
に
刻
し
た
。
そ
の

大
牛
は
競
泳
の
截
本
に
基
づ
く
。
競
泳
は
貨
物
を
作
る
の
に
巧

み
で
あ
り
、
此
本
の
『
公
羊
』
の
残
字
で
洪
延
に
未
著
鎌
の
者

31
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か
お
る
の
か
ら
見
る
と
、
此
の
木
は
銭
氏
の
偽
造
ら
し
９
　
翁

方
綱
は
此
の
鏡
氏
の
侭
本
に
嫁
つ
て
拿
刻
し
た
の
だ
か
ら
、
巌

密
な
復
原
と
は
云
へ
ぬ
。
最
近
に
洛
陽
の
朱
屹
曖
村
か
ら
出
た

残
石
は
大
抵
断
片
に
し
て
文
を
成
さ
９
　
　
、
字
数
多
き
も
の
で
十

除
字
、
少
い
者
は
僅
に
二
　
　
字
で
あ
る
が
、
五
経
・
二
傅
皆
存

在
す
る
。
自
分
の
見
得
た
者
に
就
て
云
へ
ば
『
易
』
三
字
、
『
詩
』

七
十
三
字
、
『
微
』
三
十
三
字
、
『
春
秋
』
百
五
十
八
字
、
『
公

羊
』
二
字
、
『
論
語
』
三
十
四
字
、
何
経
か
判
ら
ぬ
も
の
二
十

じ
字
、
合
計
三
百
二
十
七
字
あ
り
。
そ
の
外

石
百
五
十
節
字
と
そ
の
破
片
二
十
七
字
が
あ

は

　

ー

光
緑
勤
劉
寛
、
五
官
中
郎
将
堂
罫
典
の
名
が
あ
る
。
劉
寛
が
石

経
建
設
に
干
具
し
た
こ
と
は
今
迄
の
石
経
の
記
録
に
見
え
ぬ
所

目
嗜
せ
ぬ
所
で
あ
る
。

①
『
後
漢
書
』
巻
八
、
良
鱒
帝
紀
に
「
熹
平
四
年
春
三
月
、
諸
儒
に
詔
し

　

て
五
継
の
文
字
を
正
定
し
、
石
に
刻
し
て
太
學
門
外
に
立
て
し
む
」

　

と
云
つ
て
ゐ
る
。

②
同
巻
五
十
、
蔡
筥
傅
に
「
昌
経
籍
聖
を
去
る
こ
と
久
泣
に
し
て
文
字

　

の
謬
り
多
く
、
俗
儒
の
穿
屋
後
學
を
疑
誤
せ
し
む
る
以
つ
て
、
…
…

　

奏
し
て
六
紺
文
字
を
正
定
せ
し
め
ん
と
求
む
。
雲
帝
之
を
許
す
。
凪

　

乃
も
自
ら
丹
を
碑
に
書
し
、
エ
を
し
て
鋼
刻
し
太
學
門
外
に
立
て
し

　
　

む
。
是
に
於
て
後
儒
晩
學
戌
く
正
を
こ
ｘ
に
取
る
。
」
と
辿
べ
て
ゐ

　

③
註
①
參
照
。

　

④
『
水
総
注
』
穀
水
注
に
「
漢
ま
帝
光
和
六
年
、
石
に
刻
し
碑
に
鏡
し

　
　

五
総
を
載
せ
太
學
講
堂
前
に
立
つ
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。

　

⑤
洪
迂
『
隷
祥
』
巻
十
四
石
総
論
語
建
碑
の
條
下
洪
活
の
読
。

　

⑧
註
②
參
・
照
。

　
　
　

’

　

向
『
隷
禅
』
巻
十
四
石
総
公
羊
建
碑
の
本
文
に
「
（
上
訣
）
路
典
・
諌
議
大

　
　

夫
臣
馬
日
抑
…
…
」
と
あ
る
。
洪
辺
は
経
典
は
堂
経
典
に
外
な
ら
す

　
　

と
す
る
。
同
書
石
経
論
語
建
碑
條
下
に
之
を
論
嬢
と
し
て
本
文
に
引

　
　

く
如
き
況
を
提
出
し
化
。

②
『
後
漢
書
』
巻
七
十
九
、
「
震
帝
印
も
詔
し
て
五
絃
を
正
定
し
、
石
碑

　
　

に
刊
し
て
古
文
・
篆
・
隷
三
豊
書
法
を
篤
り
、
以
つ
て
相
參
撞
し
、

　
　

之
を
學
門
に
立
つ
」
と
云
ふ
。

⑨
『
水
絃
１
　
』
に
「
魏
の
正
始
巾
又
古
篆
隷
三
字
石
鯉
を
立
つ
」
と
云

　
　

ふ
。
『
晋
書
』
衛
恒
傅
も
同
じ
。

⑩
『
隷
祥
』
巻
十
四
石
総
論
語
残
碑
の
條
。

⑨
後
没
書
察
帝
紀
註
①
參
照
。
巻
六
十
四
直
植
傅
に
「
始
め
太
學
石
経

　

を
立
て
、
以
て
五
経
の
文
字
を
正
す
」
と
あ
る
。
儒
林
傅
は
註
⑧
參

　

照
。
巻
七
十
八
宦
者
呂
張
傅
中
に
「
呂
吸
廼
も
帝
に
白
し
て
、
諸
儒

　

と
具
に
五
絃
文
を
石
に
刻
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
。

⑩
蔡
岨
傅
は
註
③
參
照
。
巻
七
十
九
上
、
張
馴
傅
に
「
蔡
筥
と
具
に
六

　

総
文
字
を
奏
定
す
」
と
一
石
ふ
。

’
⑩
『
隋
書
』
巷
三
十
二
小
學
の
類
下
に
「
後
声
七
経
を
鋼
刻
し
て
石
碑

　
　

に
著
す
」
と
あ
る
。
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＠
以
下
本
文
の
「
毎
行
七
十
三
字
で
あ
る
。
」
に
至
る
迄
は
、
『
學
術
叢

　

編
』
に
始
め
て
載
せ
ら
れ
た
『
魏
石
総
考
』
の
内
の
流
石
総
総
敷
石

　

敷
考
（
後
に
『
観
堂
集
・
林
』
巻
二
十
所
牧
の
魏
石
組
考
一
）
の
大
意
を

　

抄
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
戴
延
之
『
西
征
記
』
（
『
太
平
御
覧
』
巻
五
八
九
所
引
）
に
「
太
學
堂

　

前
石
碑
四
十
枚
」
と
云
ふ
。

⑩
後
漢
書
巻
六
十
一
註
所
引
『
洛
陽
記
』
に
「
（
太
學
）
堂
前
石
経
四
部

　

あ
り
。
本
碑
几
そ
四
十
六
枚
な
り
。
…
…
」
と
あ
る
。

⑥
楊
街
之
『
洛
陽
瓢
藍
記
』
巻
三
、
報
恩
寺
條
に
「
開
陽
門
外
三
里
、

　

開
陽
門
御
道
の
東
に
漢
國
子
學
塗
有
り
、
堂
前
に
三
種
字
石
総
有

　

り
。
…
…
ま
た
石
碑
四
十
八
枚
あ
り
。
」
と
云
ふ
。

⑩
同
書
前
引
に
縦
い
て
「
高
餌
題
し
て
勤
學
里
と
な
す
」
と
あ
る
。

㈲
『
隋
書
』
。
倦
三
十
二
総
籍
一
、
小
學
の
類
の
序
に
「
後
魏
の
末
に
斉

　

の
紳
武
政
を
執
る
。
洛
陽
よ
り
郵
都
に
徒
す
。
行
い
て
河
陽
に
至

　

る
。
岸
の
崩
る
ｉ
に
値
ひ
、
逡
に
水
に
没
す
。
其
の
郵
に
至
る
を
得

　

る
も
の
太
牛
に
盈
た
ず
」
と
云
ふ
。

⑩
『
北
斉
書
』
巷
四
、
「
天
保
三
年
八
月
、
…
…
往
に
文
襄
皇
帝
建
っ
る

　

所
の
蔡
砥
石
経
五
十
二
枚
、
印
ち
宜
し
く
學
館
に
移
置
し
、
次
に
依

　

っ
て
修
立
す
べ
し
」
と
。

図
『
周
書
』
巻
七
、
「
大
象
元
年
二
月
辛
卯
、
詔
し
て
郵
城
の
石
総
を
洛

　

陽
に
徒
す
」
と
。

図
『
隋
害
』
巻
七
十
五
、
「
六
年
洛
陽
石
経
を
題
ん
で
京
師
に
至
る
」
と
。

⑩
隋
書
註
⑩
所
引
の
下
に
「
つ
い
で
隋
乱
に
喝
し
、
…
…
登
造
之
司
、

　

囚
っ
て
用
ひ
て
柱
礎
と
な
す
。
貞
槻
の
初
、
茄
書
監
臣
魏
徴
始
め
て

　

之
を
牧
徽
す
。
十
に
一
を
存
せ
す
」
と
。

（
叫
『
隷
禅
』
倦
十
四
、
石
経
肯
書
残
碑
・
石
紬
魯
詩
建
碑
・
石
紅
儀
疆
技

　

碑
・
石
経
公
羊
建
碑
・
石
紅
論
語
残
碑
・
學
師
宋
恩
等
題
名
の
各
條
。

　

『
隷
績
』
巻
十
五
、
石
紅
儀
綬
建
碑
の
條
。

（
聊
『
金
石
文
字
記
』
（
『
顧
亭
林
逍
書
』
所
牧
）
巻
］
、
石
紅
の
條
に
宋
胡

　

宗
愈
の
重
刻
漢
石
紅
記
を
引
き
、
『
紅
義
孜
』
巻
二
百
八
十
九
に
は

　

「
胡
氏
元
質
流
石
紅
記
重
刻
」
と
す
る
。
雨
書
又
字
交
紹
発
の
敲
を

　

引
ト
で
「
給
事
内
翰
胡
公
、
旁
捜
博
訪
し
て
諸
家
蔵
す
る
所
を
合
せ

　

蔡
中
郎
石
経
四
千
二
百
七
十
字
有
奇
を
得
た
｡
£
?
＼
。
楷
書
を
以
て
之
を

　

稀
す
」
と
。

（
聊
『
経
義
孜
』
巻
二
百
八
十
九
、
宋
洪
辺
重
刻
漢
石
鯉
の
條
。

⑩
競
泳
の
蹊
は
『
金
石
草
編
』
巻
十
六
流
石
紅
條
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

是
に
よ
る
と
、
公
羊
の
十
八
字
は
洪
辺
の
書
に
未
だ
備
ら
ざ
る
所
で

　

あ
る
と
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

⑩
馬
衡
氏
の
此
の
新
出
漢
石
経
に
就
て
の
記
述
は
、
そ
の
稿
本
編
纂
が

　

狗
ほ
出
土
の
初
期
に
隔
す
る
が
故
に
甚
だ
不
完
全
で
あ
る
。
流
石
紺

　

の
集
成
で
最
も
信
用
し
得
る
羅
振
玉
の
流
熹
平
石
紅
技
字
集
録
（
民

　

國
十
九
年
石
印
）
に
よ
る
と
、
周
易
十
石
六
百
四
字
、
肯
書
十
三
石

　

百
二
字
校
記
十
字
、
魯
詩
百
二
十
一
石
千
百
四
十
字
校
記
二
十
六
石

　

百
五
十
九
字
、
俄
綾
二
十
五
石
三
百
四
十
一
字
校
記
六
字
、
春
秋

　

五
十
六
石
四
百
三
十
四
字
、
公
羊
傅
四
十
一
石
四
百
二
十
字
校
記
一

　

石
二
字
、
論
語
二
十
八
石
百
九
十
一
字
校
記
二
十
七
字
、
序
況
十
六

　

石
三
百
四
十
九
字
、
合
計
三
百
四
十
一
石
三
千
七
百
八
十
五
字
を
敷

　

え
る
。
そ
の
後
同
補
遺
一
巻
（
民
國
二
十
年
）
綾
補
一
巻
（
民
國
二
十

　
　

一
年
遼
居
雑
著
乙
編
）
又
綾
編
一
巻
縦
十
一
宿
（
民
國
二
十
三
年
遼
居

　

囃
著
丙
郷
）
等
が
随
持
出
版
さ
れ
、
其
石
敷
字
数
は
更
に
多
徴
と
な
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つ
た
。
石
鯉
は
現
在
も
日
に
出
土
し
羅
氏
の
集
條
に
及
ば
な
か
っ
た

　

者
も
亦
少
く
は
な
い
。
然
し
そ
の
内
に
は
郷
品
も
相
常
に
あ
る
の
で

　

之
が
利
用
に
は
惧
重
な
注
意
を
要
す
る
。
張
國
淫
氏
の
著
『
漢
石
経

　

碑
圖
』
一
巻
（
民
國
二
十
年
）
は
王
國
維
の
考
鐙
に
よ
り
、
出
土
流
石

　

経
断
片
を
基
と
し
た
流
石
紺
四
十
八
碑
の
復
原
で
あ
っ
て
、
甚
だ
便

　

利
で
あ
る
が
、
無
條
件
に
は
信
頼
し
診
い
。
そ
の
完
仝
な
復
原
碑
圖

　

は
肯
将
来
の
課
題
で
あ
る
。

⑩
『
熹
平
石
紺
歿
字
集
録
』
の
序
記
の
部
に
此
石
が
載
せ
ら
れ
、
『
…
…
…

　

輿
光
緑
励
劉
寛
五
官
中
郎
将
堂
齢
（
下
訣
）
」
と
あ
る
。

　

魏
石
経
は
斉
王
芳
の
正
始
年
間
哨
認
な
○
に
立
７
だ
も
の

其
の
字
醍
は
古
文
・
篆
・
隷
の
三
醵
で
あ
り
、
経
敷
は
『
伺
書
』

『
春
秋
』
の
二
部
で
あ
る
と
は
『
西
征
記
』
『
洛
陽
伽
藍
記
』
『
隋

書
』
経
籍
志
皆
な
一
致
し
（
『
唐
書
』
経
籍
志
に
『
左
傅
』
あ
っ
て

『
春
秋
組
』
が
無
い
の
は
誤
ら
し
い
）
、
表
裏
に
各
々
一
部
宛
刻

し
た
。
石
の
数
は
『
水
組
注
』
に
は
四
十
八
枚
、
『
西
征
記
』
に

は
三
十
五
枚
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に
は
一
一
十
五
時
と
云

如

今

春
秋
字
数
を
毎
碑
の
三
十
二
行
に
排
列
す
る
と
、
篇
題
を
も
加

え
て
二
十
七
碑
に
な
る
。
『
伺
書
』
の
字
敷
は
『
春
秋
』
よ
り
は

多
い
が
、
毎
碑
三
十
四
行
と
計
算
す
る
と
、
二
十
七
碑
に
入
れ

ら
れ
る
。
『
洛
陽
伽
藍
記
』
の
記
す
る
所
が
賓
に
近
い
わ
け
で

あ

い
こ

其
の
行
数
は
『
侮
書
』
は
毎
碑
三
十
四
行
、
『
春
秋
』
は

三
十
二
行
、
毎
行
二
十
字
ご
二
蔵
合
せ
て
六
十
字
で
、
縦
隨
の

界
線
が
あ
り
、
三
蔵
毎
に
一
格
を
な
し
て
ゐ
る
。
但
『
恂
書
』
の

－七圖（F喰,7）魏石経春秒残石（直下式）

泉
陶
謨
篇
以
前
は
三
醇
直
下
式
を
Ｊ
こ
ら
す
、
一
格
の
内
で
上
に

は
古
文
が
列
し
、
下
に
は
篆
隷
二
醒
が
雙
行
を
な
し
て
並
列
し
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品
字
式
を
な
し
、
毎
行
三
十
七
格
、
毎
碑
二
十
六
行
を
容
れ

る
噛

其

ｙ

書
者
に
就
゛
は
｀
北
魏
の
江
式
は
郁
耶
淳
の
書
と
し

た
が
、
胡
三
省
は
『
資
治
通
鑑
注
』
に
既
に
そ
の
誤
謬
を
指
摘

し
た
し
、
晋
の
衛
恒
の
『
四
膿
書
勢
』
に
は
「
正
始
中
に
『
三

字
石
経
』
を
立
つ
、
う
た
Ｘ
淳
の
法
を
失
す
」
（
晋
書
衛
恒
傅

　
　

第
八
圖

　

（
Ｆ
ｉ
ｇ
.
８
)
魏
石
紺
誓
書
残
石
（
品
字
式
）

　

１
馬
衡
畷
石
１

　
　
　

に
よ
る
）
と
明
言
し
て
ゐ
る
の
は
、
郁
鄙
淳
の
書
で
な
い
明
澄

　
　
　
　
　

④

　
　
　

で
あ
る
。
今
原
石
を
細
か
に
調
べ
７
見
る
と
、
楊
守
敬
が
四
醗

　
　
　

書
勢
に
よ
り
衛
恒
の
書
と
放
鐙
し
た
様
に
明
ら
か
に
何
人
の
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
　

と
定
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
三
胎
が
一
人
の
手
で

召

　

な
い
こ
と
は
断
言
出
来
る
。
叉
古
文
の
書
醒
に
し
て
も
、
品
字

　
　
　

式
の
も
の
と
直
下
式
の
も
の
と
同
一
で
な
い
か
ら
、
古
文
も
亦

一
人
の
手
で
た
い
。
此
は
漢
石
組
の
書
者
が
蔡
邑
一
人
で
な
い

の
と
同
例
で
あ
っ
て
、
或
は
漢
石
経
の
如
く
１
　
人
の
姓
名
を
具

備
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
魏
が
三
字
石
組
を
立
て
た
時
に
は
勿

論
漢
石
経
が
獅
存
在
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
に
三
宇
石
経
を
立
て
た

の
は
漢
石
経
は
み
な
今
文
で
古
文
で
、
な
い
か
ら
で
あ
る
。
夫

故
に
古
文
を
上
に
書
き
、
其
の
讃
み
難
い
の
を
慮
っ
て
ま
た
下

に
篆
・
隷
二
醍
を
列
し
た
の
で
あ
る
。
古
書
の
憚
文
は
之
に
淵

源
す
る
と
云
っ
て
も
よ
い
。
其
の
愛
媛
残
毀
の
巡
路
は
漢
石
組

と
同
一
で
あ
る
が
、
宋
代
の
残
字
は
漢
石
経
に
較
べ
て
吏
に
少

≒
皇
結
年
間
順
　
１

の
家
に
拓
本
を
得
て

０
　
１
０
丿
九
洛
陽
の
蘇
望
が
故
宰
相
王
文
康

　
　

一

石
に
華
１
　
し
た
の
が
八
百
十
九
字
で
、
『
隷

　
　

　
３

績
』
に
載
せ
る
『
左
傅
遺
字
』
は
是
に
相
富
す
る
。
蘇
氏
の
刻

は
断
片
残
訣
の
者
に
就
て
完
全
の
字
を
取
出
し
た
の
で
、
順
序

が
暇
れ
、
又
深
く
考
え
ず
に
『
左
氏
傅
』
と
櫓
し
、
洪
辺
も
亦

　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

其
借
に
之
に
抹
つ
だ
。
清
の
威
琳
が
『
組
義
雑
記
』
の
著
に
至

り
、
始
め
て
そ
の
内
か
ら
『
伺
書
』
の
残
字
を
抜
き
出
し
た
。

ま
た
孫
星
后
の
『
信
二
値
石
維
残
宇
考
』
は
春
秋
の
残
字
を
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

諸
公
に
分
泌
せ
し
め
た
。
近
時
、
王
静
安
の
『
魏
石
経
考
』
は

更
に
詳
細
に
分
析
し
、
『
伺
書
』
の
大
詰
・
呂
刑
・
文
侯
之
命

篇
等
の
六
段
、
『
春
秋
』
の
宜
公
・
襄
公
組
の
七
段
、
『
春
秋
左
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氏
』
桓
公
錐
の
一
段
（
但
し
此
段
は
二
十
五
字
の
一
行
直
下
に
止

り
、
石
の
裂
け
て
一
長
行
を
な
す
理
窟
が
な
い
の
で
艮
協
の
程

疑
問
で
あ
る
。
）
に
分
ち
、
共
字
数
を
計
算
し
て
五
石
と
定
め
、

作
圖
し
て
諮
明
し
、
蘇
氏
の
幕
本
の
順
序
不
同
の
者
が
始
め
て

　
　
　
　
　

面

罵
に
復
し
た
。
胡
宗
愈
の
成
郡
西
檜
に
刻
し
た
者
も
亦
八
百
十

九
字
で
蘇
氏
と
同
一
源
か
ら
出
る
。
現
在
は
二
本
共
に
亡
び
、

但
其
の
字
が
『
隷
続
』
に
載
せ
ら
れ
て
存
す
る
ば
か
り
で
あ

る
・
清
の
光
緒
年
間
匹
一
Ｊ
Ｅ
八
洛
腸
の
故
城
中
の
龍
虎
灘
か
ら

一
残
石
が
出
土
し
た
。
一
面
に
字
百
１
　
字
あ
り
、
裏
面
に
は
字

が
無
い
。
『
伺
書
』
君
爽
篇
’
の
残
字
で
あ
る
。
民
國
十
二
年
一

月
ｍ
ｍ
]
洛
陽
朱
屹
縮
村
か
ら
一
碑
を
掘
出
し
た
。
僅
に
上
牛

だ
け
で
、
一
面
に
は
゛
『
伺
書
』
無
逸
篇
十
七
行
、
君
爽
篇
十
七

行
の
九
百
七
十
八
字
、
又
一
面
に
は
『
春
秋
』
傅
公
二
十
五
行

文
公
（
篇
題
を
併
せ
て
）
七
行
の
八
百
三
十
字
で
あ
る
。
先
に
出

た
君
爽
篇
の
残
石
は
此
碑
の
下
方
で
、
文
が
相
連
接
す
る
。
同

時
に
ま
た
出
た
一
石
は
、
一
面
に
『
侮
書
』
多
士
篇
の
百
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

四
字
、
｝
面
に
『
春
秋
』
文
公
篇
百
三
字
を
存
す
る
。
此
後
に

も
出
た
残
石
甚
だ
多
く
、
自
分
の
管
見
で
も
『
伺
書
』
二
百
九

字
（
内
に
品
宇
式
の
も
の
九
十
七
字
あ
り
）
、
『
春
秋
』
百
八
１
　

二
字
、
何
経
か
不
明
の
も
の
三
十
四
字
が
あ
る
。
以
上
前
後
出

土
を
合
計
し
て
二
千
五
百
七
十
六
字
と
た
る
。
宋
人
の
見
か
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

と
比
較
し
て
二
倍
で
あ
る
。
且
つ
『
尚
書
』
の
前
の
数
砕
が
品

字
式
を
な
す
勁
な
ど
は
今
迄
石
経
學
者
の
全
然
知
ら
た
か
っ
た

所
で
あ
る
。

　

①
『
西
征
記
』
（
太
平
御
覧
巻
五
百
八
十
九
引
）
に
「
國
子
堂
前
に
列
碑

　
　

あ
り
、
南
北
行
し
三
十
五
枚
な
り
。
之
が
表
裏
に
刻
し
、
春
秋
経
と

　
　

誓
書
の
二
部
、
大
篆
・
糠
・
科
斗
の
三
種
の
字
を
１
　
す
。
碑
長
け
八

　
　

尺
、
今
十
八
枚
存
す
る
あ
り
、
飽
は
皆
崩
る
」
と
。
『
洛
陽
伽
藍
記
』

　
　

巻
三
に
「
開
陽
門
御
道
の
東
に
、
漢
國
子
學
堂
あ
り
、
堂
前
に
三
種

　
　

字
の
石
経
二
十
五
碑
あ
・
り
。
表
裏
に
之
を
刻
し
、
春
秋
と
岩
書
の
二

　
　

部
を
寫
し
、
篆
・
科
斗
・
隷
の
三
種
字
を
作
る
。
漢
右
中
郎
将
蔡
邑

　
　

の
筆
の
置
跡
な
り
」
と
。
『
隋
書
』
経
籍
志
春
三
十
二
に
は
、
三
字

　
　

石
組
肯
書
九
春
、
三
字
石
経
倚
書
五
春
、
三
字
石
経
春
秋
三
春
と
誓

　
　

書
に
二
部
あ
る

　

『
奮
唐
書
』
経
籍
志
・
『
新
唐
書
』
薦
文
志
に
は
三

　
　

字
石
経
付
書
古
篆
三
春
、
三
字
石
経
左
傅
古
経
十
三
春
が
あ
る
。
水

　
　

経
穀
水
注
に
は
「
魏
の
正
始
中
ま
記
古
・
篆
・
隷
の
三
字
石
経
を
立

　
　

て
、
…
…
之
を
堂
の
西
に
樹
っ
。
…
…
碑
石
四
十
八
枚
」
と
。

③
王
國
維
の
『
魏
石
経
考
二
』
は
馬
衡
氏
が
疑
問
と
す
る
『
隷
綾
』
所

　

牧
の
洛
陽
蘇
望
の
刊
し
た
魏
石
経
逍
字
の
左
氏
桓
公
七
年
、
’
及
十
七

　

年
の
傅
文
の
二
十
六
字
を
具
と
認
め
、
左
傅
が
隠
公
桓
公
の
部
分
迄

　

刊
せ
ら
れ
た
と
す
る
の
で
、
『
西
征
記
』
の
三
十
五
碑
誕
を
採
用
し

　

て
ゐ
る
。
最
近
公
刊
さ
れ
た
孫
海
波
氏
の
『
魏
三
字
石
組
集
録
』
は

　

第
一
次
の
刊
石
は
左
傅
を
除
き
二
十
八
石
な
Ｌ
り
と
の
況
を
と
っ
て
ゐ

　

る
。
。
之
は
馬
衡
氏
の
説
を
襲
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は
馬
誕
の
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方
が
旗
色
か
良
い
ら
し
い
。

③
こ
の
推
算
は
、
馬
氏
は
金
く
王
國
維
の
『
魏
石
総
経
斂
石
敷
考
』
學

　

術
叢
編
所
収
。
（
掴
堂
集
林
巻
二
十
、
魏
石
経
考
二
）
に
嫌
つ
て
ゐ
ろ
。

④
品
字
式
と
直
下
式
の
茲
別
、
前
者
行
数
格
数
の
推
算
も
、
馬
氏
は
仝

　

く
王
國
維
の
『
陳
氏
に
具
へ
て
魏
石
総
を
論
す
る
書
』
（
『
魏
正
始
石

　

組
建
字
考
』
の
碑
圖
の
後
に
附
し
た
孜
設
も
同
じ
）
を
基
礎
と
し
て

　

ゐ
る
。
（
岡
版
第
七
圖
は
直
下
式
、
第
八
岡
は
品
字
式
の
例
を
示
す
。
）

　

馬
氏
は
魏
石
総
の
誓
書
皐
陶
謨
篇
以
前
は
品
字
式
で
、
そ
れ
以
後
は

　

三
豊
直
下
式
と
云
ふ
が
、
最
近
に
至
り
、
山
東
省
立
圖
書
館
蔵
石
の

　

如
く
尭
典
篇
に
も
直
下
式
の
も
の
が
現
れ
た
の
で
、
魏
石
総
は
直
下

　

式
の
完
全
な
付
書
一
部
と
別
に
品
字
式
の
肯
書
の
前
小
部
の
み
と
の

　

二
部
の
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
だ
。

④
『
魏
１
　
』
巻
九
十
一
、
江
式
傅
に
江
式
の
上
疏
巾
に
「
魏
の
陳
留
の

　

都
耶
淳
三
字
石
組
を
建
つ
」
と
。

⑧
元
胡
三
省
は
『
灸
治
通
経
』
に
注
し
て
、
「
此
碑
は
正
始
年
中
に
立

　

つ
。
漢
書
に
元
嘉
元
年
、
度
付
郡
耶
淳
に
命
じ
て
漕
蛾
碑
を
作
ら
し

　

む
。
時
に
淳
已
に
弱
冠
な
り
。
元
嘉
よ
I
-
l
i
'
始
に
至
る
ま
尤
九
十
翰

　

年
、
或
は
三
字
を
以
つ
て
魏
碑
と
な
す
は
是
な
り
。
之
を
郡
耶
淳
の

　

書
す
所
と
云
へ
ば
非
な
り
」
と
。
『
特
需
』
巻
三
十
六
衛
恒
傅
に
「
魏

　

初
の
古
文
を
傅
へ
る
者
は
郡
耶
淳
に
出
づ
。
…
…
」
。
に
餓
け
て
本
文

　

が
あ
る
。
三
字
石
組
の
淳
の
末
流
の
手
に
な
る
を
骸
す
る
。

⑦
楊
守
敬
『
晦
明
軒
稿
』
魏
三
豊
石
組
建
字
蹟

⑧
『
隷
綾
』
巻
四
の
魏
三
盤
石
紅
左
傅
盈
字
は
印
も
之
で
あ
る
。

⑨
『
魏
三
盤
石
紅
残
字
考
』
（
石
紅
彙
画
所
収
）

⑩
王
國
維
は
『
魏
石
紅
考
』
下
（
學
術
叢
編
巻
六
）
に
於
て
十
二
段
の
分

　

段
を
試
み
た
。
之
は
後
に
『
王
忠
盤
公
迪
書
』
第
二
集
中
の
『
魏
石

　

経
考
』
の
後
に
『
隷
稼
所
縁
魏
石
紺
碑
岡
』
と
し
て
後
に
附
せ
ら
れ

　

て
ゐ
る
。

⑨
『
貴
書
』
多
士
篇
は
多
方
篇
の
誤
で
あ
る
。

⑩
魏
三
字
石
耀
も
亦
、
馬
氏
の
此
の
講
義
稿
本
の
作
ら
れ
北
以
後
の
新

　

出
土
の
断
片
が
極
め
て
夥
し
い
。
前
に
畢
げ
た
最
近
出
版
の
孫
海
波

　

氏
の
『
魏
三
字
石
紺
集
録
』
は
徐
鴻
賓
及
孫
壮
氏
の
集
拓
を
主
材
料

　

と
し
て
材
料
を
可
成
り
多
く
収
集
し
て
ゐ
る
が
、
之
で
も
完
全
と
は

　

云
へ
な
い
。
然
し
孫
氏
の
書
に
録
す
る
者
だ
け
で
も
馬
氏
の
見
る
所

　

に
比
し
て
疸
に
多
数
で
あ
る
。

　

唐
石
経
は
文
宗
。
開
成
二
年
Ｊ
Ｊ
一
八
に
刻
が
出
来
上
つ
た
Ｉ
鄭

草
が
本
文
を
校
定
し
、
後
漢
の
故
事
に
準
じ
太
學
で
石
に
刻
し

　

①
た
。
経
数
は
『
易
』
『
詩
』
『
周
徨
』
『
儀
薗
≒
破
記
≒
春
秋
左

傅
』
『
公
羊
傅
』
『
穀
梁
傅
』
の
九
経
に
『
孝
組
』
『
論
語
』
『
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

雅
』
を
盆
し
て
十
二
経
と
し
た
。
清
の
冒
涜
復
が
『
孟
子
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

柚
刻
し
て
其
後
に
附
し
た
。
共
巻
数
石
数
は
『
金
石
葦
編
』
に
詳

し
い
か
ら
茲
に
略
す
る
。
其
の
最
後
の
一
石
に
は
諸
組
の
字
数

を
詳
記
し
、
年
月
と
１
　
者
刻
者
校
勘
者
の
人
名
を
題
し
て
あ

‰
立
石
以
後
七
十
年
天
砧
年
間
晒
作
一
一
゛
ぐ
四
万
吉
゛
韓
建

が
新
城
を
築
い
た
際
、
之
を
野
に
棄
て
た
。
朱
梁
の
殴
に
劉
四
部

が
長
安
を
守
る
や
、
そ
の
幕
下
の
吏
尹
玉
豺
の
請
に
よ
り
之
を

車
に
載
せ
て
城
に
蓬
ん
で
、
故
の
唐
伺
書
省
の
西
隅
に
置
い

リ



/ｊう

さ

　

た

しj

°⑤元

七
呂
大
巾
ぶ
黎
特
に
命
じ
ヴ
に
、
府
學
に
港

明
嘉
靖
三
４
　
四
年
匹
匹
Ｅ
の
地
震
に
よ
り
倒
れ
損
じ

た
が
、
王
尭
典
等
が
蕉
文
か
・
殆
に
、
北
ハ
同
字
を
集
め
別
に
小
石第カ圖(Fig.9)

　

唐開成石紅周易拓本

　

一西安ａ祐一

に
刻
し
て
傍
に
立
て
た
が
、
誤
謬
極
め
て
甚
し
い
。
表
具
師
が

往
々
王
尭
典
の
補
字
を
原
文
の
訣
け
損
じ
た
場
所
に
張
り
合
は

せ
て
完
全
な
文
と
し
て
ゐ
る
。
清
の
順
炎
武
の
校
１
　
し
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言

此
の
露
っ
て
表
装
し
た
本
に
抹
っ
だ
の
で
合
は
ぬ
所
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

包

蔵
可
均
の
『
唐
石
経
校
文
』
は
最
も
精
密
を
搦
せ
ら
れ
る
。
歴

代
の
石
組
は
最
近
の
清
石
経
を
除
い
て
は
唐
石
組
が
最
も
完
全

で
あ
る
。

　

①
『
菖
唐
書
』
巻
十
七
下
、
文
宗
紀
に
「
開
誠
二
乍
冬
十
月
発
卯
、
宰

　
　

臣
判
國
子
祭
酒
鄭
章
石
壁
九
紺
一
百
六
十
巻
を
泡
む
」
の
文
が
あ

　
　

る
。
そ
の
他
同
書
巷
一
七
三
、
鄭
草
傅
等
を
見
よ
。

⑦
王
溥
の
『
唐
會
要
』
巻
六
十
六
に
、
大
和
七
年
十
二
月
。
園
子
監
講

　
　

論
堂
の
雨
廓
に
石
壁
の
九
紅
並
び
に
孝
紅
・
論
語
・
爾
雅
等
あ
は
せ

　
　

て
十
二
紅
、
と
も
に
二
百
五
十
九
巻
を
創
立
せ
し
め
た
こ
と
が
記
せ

　
　

ら
れ
て
ゐ
る
。

・
③
張
國
脆
の
『
歴
代
石
紅
考
』
に
よ
る
と
、
被
駆
張
氏
の
『
幕
唐
石
経

　
　

新
拓
本
十
二
紅
』
『
五
絃
文
字
』
『
九
紅
字
様
』
に
は
清
の
賢
漢
復
補

　
　

刻
の
孟
子
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
石
刻
で
な
・
Ｘ
木
刻
で
あ
る
と
。

　

④
『
金
石
草
編
』
巻
一
百
九
。

　
　
　
　

’

　

⑤
宋
元
附
二
年
西
安
府
學
に
石
碑
を
移
し
た
黎
持
の
『
京
兆
府
學
石
紅

　
　

記
』
に
は
、
天
祐
中
韓
建
の
新
城
を
築
い
て
よ
り
、
六
経
の
石
本
が

　
　

野
に
棄
て
ら
れ
、
朱
梁
の
時
尹
玉
勿
が
長
安
城
誓
書
省
隅
に
置
い
た

　
　

の
を
。
呂
大
忠
が
黎
持
に
命
じ
て
府
學
に
移
し
た
顛
末
が
載
せ
ら
れ

　
　

て
ゐ
る
。

④
王
嗚
盛
の
『
蛾
術
篇
』
（
金
石
葦
編
巻
百
九
所
引
）
に
明
の
趙
岫
の
『
石

　
　

蜃
鍋
華
』
・
俗
二
の
唐
刻
石
紅
考
の
王
尭
恵
が
嘉
靖
乙
卯
の
震
災
後
奮

　
　

文
を
按
じ
て
、
鋏
字
を
集
め
別
に
石
を
建
て
た
條
を
引
き
、
顧
亭
林
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が
随
字
を
原
刻
に
嵌
め
た
合
装
本
に
欺
か
れ
た
誤
を
指
摘
し
て
ゐ

⑦
『
岩
石
紺
校
文
』
十
倦
（
四
録
堂
原
刻
、
又
石
紺
彙
函
所
収
）

　

刻
石
糾
は
孟
蜀
の
炭
政
七
年
匹
匹
九
宰
相
母
昭
裔
の
建
立
で

あ
る
。
書
者
は
楊
釣
・
張
紹
文
・
孫
逢
吉
・
孫
朋
吉
・
周
徳
貞

等
で
あ
器
。
其
紅
教
は
『
周
易
』
『
モ
詩
≒
周
曽
≒
儀
疆
』
『
微

記
』
『
春
秋
左
傅
』
『
論
語
』
『
孝
経
』
『
爾
雅
』
の
十
紅
で
あ

る
。
宋
の
ｍ
況
は
『
春
秋
公
羊
傅
』
『
穀
梁
傅
』
を
補
刻
し
、
皇

鵬
元
年
０
５
酪
七
竣
エ
し
た
。
歴
代
の
石
経
に
は
注
が
無
い
が
、

孟
蜀
石
経
に
は
注
が
あ
る
の
で
、
石
数
は
千
締
に
上
り
、
百
七

年
を
経
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
宋
の
宣
卸
年
間
晒
ご
琵
九

席
貢
が
一
一
孟
子
』
を
補
刻
し
、
乾
道
年
間
諜
三
一
五
萱

武
が
『
古
文
尚
書
』
を
刻
し
た
。
公
武
は
諸
経
の
異
同
を
校
合

し
て
『
石
経
考
異
』
を
著
し
て
石
に
刻
し
、
張
臭
満
ま
た
注
文

　

、
．
．
…
．
．
ミ
．
．
、
．
．
．
…

　
　

－
①

　

『
．

の
異
同
を
校
し
『
石
結
注
文
異
』
四
十
谷
を
出
し
た
．
石
結
の
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

原
石
は
古
く
か
ら
怯
亡
し
た
と
柵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
．
然
し
劉
喜

　
　

海
の
『
讃
竹
汀
日
記
札
記
』
に
は
「
聞
く
な
ら
く
、
乾
隆
四
十

　
　

年
４
　
１
Ｊ

０
　
制
軍
扇
康
安
成
都
城
を
修
す
。
什
那
令
任
思
任
孟
蜀

砂

　

石
紅
教
十
片
を
土
中
に
得
た
り
。
字
惚
ほ
完
好
な
り
。
営
時
抹

　
　

っ
て
Ｉ
一
心
有
と
盛
し
、
未
だ
學
官
忙
留
置
す
る
盈
月
ぜ
す
。
任

氏
は
貴
州
の
人
、
官
を
罷
め
て
後
原
石
を
輦
し
て
斯
中
に
録
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

と
。
」
（
『
李
慈
銘
『
越
饅
堂
日
記
甲
集
』
）
と
あ
る
か
ら
、
孟
蜀
石

経
の
原
石
が
此
の
世
に
存
在
し
、
或
は
成
都
城
下
に
遺
留
さ
れ

て
ゐ
る
の
か
■
>
ｓ
>
知
れ
な
い
。
其
の
拓
本
流
布
し
て
前
人
に
著
録

さ
れ
た
も
の
及
び
余
の
見
聞
し
た
者
は
、
『
毛
詩
』
省
一
後
牛
・

省
二
。
『
川
腔
』
省
九
・
省
十
・
考
工
記
、
『
左
傅
』
省
１
　
五
・
省

　
　

第
十
圖

　

（
ｍ
巴
ｏ
）

　

蜀
石
経
周
破
残
字
有
本

十
六
・
昭
公
二
年
、
『
公
羊
』
桓
公
七
年
よ
り
十
五
年
に
至
る

迄
、
『
穀
梁
』
成
公
元
年
よ
り
二
年
に
至
る
迄
、
襄
公
十
八
年

よ
’
り
十
九
年
迄
、
二
十
六
年
か
ら
二
十
七
年
迄
の
諸
経
の
残
字

で
あ
る
。
此
の
外
潭
没
し
て
世
に
現
れ
ぬ
者
も
あ
り
Ｊ
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　

④

止
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
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Z２＆

⑩
曾
宏
父
『
石
鰐
植
斂
』
（
知
不
足
寄
叢
書
置
牧
）
巷
上
、
益
郡
石
経
に

　

蜀
石
紺
に
就
で
の
記
逍
が
あ
る
。
開
刻
、
浚
工
の
年
次
及
顛
末
、
書

　

者
等
皆
之
に
詳
し
い
。
田
況
・
席
貢
・
晃
公
武
の
補
刻
、
考
異
等
の

　

作
も
亦
之
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
に
よ
る
と
席
氏
の
。
『
孟
子
』
の

　

補
刻
は
宣
和
五
年
九
月
に
開
始
し
明
年
成
ｈ
’
、
晃
氏
の
『
古
文
誓
書
』

　

及
『
石
紺
考
異
』
は
乾
道
六
年
の
作
で
あ
る
。
張
氏
が
『
石
繩
注
文

　

考
異
』
四
十
巻
を
著
し
た
こ
と
は
王
座
麟
の
『
王
海
』
巻
四
十
三
に

②
錆
太
町
は
『
瀞
肝
堂
金
石
文
蹟
尼
』
巻
十
一
に
南
宋
時
代
は
蜀
石
絞

　

は
完
全
に
存
し
た
と
見
え
、
曾
宏
父
な
ど
が
之
に
就
て
詳
述
し
て
ゐ

　

る
の
に
、
元
明
儒
者
が
一
言
も
言
及
し
な
い
か
ら
南
宋
末
頃
に
亡
ん

　

だ
の
だ
ら
う
と
云
つ
て
ゐ
る
。

④
劉
喜
海
の
語
は
又
王
銘
柴
の
『
蜀
石
紺
周
読
残
本
政
』
（
劉
氏
『
孟
蜀

　

石
紺
残
本
』
所
収
）
に
も
引
か
れ
て
ゐ
る
。

④
現
在
傅
は
つ
て
ゐ
る
『
蜀
石
紺
』
拓
本
は
劉
僣
乾
に
よ
・
り
集
め
ら
れ
、

　

民
國
十
五
年
に
影
印
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
馬
衡
氏
の
見
尤
所
の

　

本
と
大
差
同
一
ら
し
い
が
、
馬
氏
の
記
縞
と
多
少
の
出
入
が
あ
る
。

　

『
周
破
』
は
馬
氏
の
所
見
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
左
氏
傅
は
谷
十
五

　

の
後
牛
襄
公
十
年
ｊ
り
十
五
年
に
至
る
迄
と
、
昭
公
二
年
の
断
片
が

　

あ
つ
で
、
巻
十
六
が
無
い
。
『
公
羊
傅
』
は
桓
公
六
年
よ
り
桓
公
十

　

五
年
迄
で
大
抵
一
致
す
る
が
、
『
穀
梁
傅
』
は
巻
六
交
公
元
年
の
五

　

行
が
新
に
加
は
つ
て
ゐ
る
。

　

拍
順
司
網
は
仁
宗
の
立
て
た
も
の
で
、
慶
暦
元
年
皿
竺
に

着
手
し
こ
玉
海
』
の
「
至
和
二
年
丿
　
　
　
　
一
ヤ
二
月
、
王
洙
國
子
監

石
経
を
刊
立
し
て
よ
り
今
に
到
る
４
　
五
年
な
り
と
言
ふ
」
に
よ

る
）
嘉
妬
六
年
０
５
万
一
（
李
煮
『
絞
資
治
通
鑑
長
編
』
の
「
嘉
砧

書
者
は
超
克
繍
・
楊
南
仲
・
章
友
直
・
郡
必
・
張
次
立
・
胡
恢

等
で
あ
に
心
学
蔵
は
二
醒
で
、
一
行
は
篆
書
一
行
は
楷
書
で
、

魏
石
純
の
毎
学
三
胎
を
合
せ
て
一
格
と
す
る
者
と
は
相
違
す

る
。
経
敷
は
歴
史
に
明
文
が
た
く
、
宋
の
王
座
麟
の
『
玉
海
』
に

コ
石
紅
』
七
４
　
五
巻
、
楊
南
仲
の
書
。
『
周
易
』
十
、
に
詩
』
二

４
　
、
『
書
』
十
三
、
『
春
秋
一
十
二
、
『
噌
記
』
二
十
、
皆
員
篆

二
蔵
を
具
す
」
と
云
ひ
、
又
「
仁
宗
國
子
監
に
命
じ
て
『
易
』

『
詩
』
『
書
』
『
周
題
』
『
破
記
』
『
春
秋
』
『
孝
標
』
を
取
り
、
篆

隷
二
胆
を
狐
し
、
雨
徴
に
刻
石
す
る
゜
」
③
と
云
ふ
゜
周
密
Ｏ

　

『
哭
辛
雑
識
』
に
「
汁
學
は
即
ち
昔
時
太
學
の
荷
址
な
り
。
九

経
の
石
板
、
堆
積
山
の
如
し
。
一
行
は
篆
字
、
一
行
は
箭
字

　
　
　

④

な
り
」
と
あ
る
。
元
李
師
聖
の
『
修
復
汁
學
石
経
記
』
に
は
「
汁

梁
も
と
六
経
『
論
語
』
『
孝
経
』
の
石
本
あ
り
。
其
の
残
訣
漫

剥
す
る
者
、
蓋
し
雷
に
十
の
五
六
の
み
な
ら
す
。
今
の
１
　
政
公

の
也
先
帖
木
兄
一
見
し
て
之
を
病
む
。
慨
然
と
し
て
完
復
す
る

を
以
て
己
の
任
と
な
し
、
数
月
な
ら
す
し
て
復
た
莉
観
に
還

-4∂-

に

　

六

銀

　

年

百

　

三

雨

　

月

絹

　　

｀

百

　

篆

疋國

を子

賜監

ｊ、の

1一石

と

　

経

云成

ふ

　

る

に

　

を

よ

　

以

る

　

て

ｙい

に

　

草

竣洛

工

　

の

し

　

章

だ

　

友

　

゜①直



へ
す
ご

と
欲
す
る
も
期
會
拘
泣
し
、
有
司
後
圖
と
篤
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
」

と
・
あ
る
。
王
庶
麟
は
前
に
五
経
の
巻
数
を
學
げ
、
後
に
七
紅
の

数
を
列
す
る
。
周
密
は
そ
の
経
が
す
べ
Ｉ
九
経
で
あ
る
こ
と
を

云
っ
て
そ
の
目
を
畢
げ
た
い
。
李
師
聖
は
六
経
の
外
に
『
論
語
』

『
孝
紅
』
あ
り
。
『
孟
子
』
を
圓
き
、
之
を
檜
置
せ
ん
と
し
て
果

さ
な
か
っ
た
言
ふ
。
此
等
諸
説
を
綜
合
す
れ
ば
、
北
宋
石
経
は

賓
は
九
経
で
、
そ
の
目
を
阜
げ
れ
ば
『
易
』
『
詩
』
『
書
』
『
周

回
』
『
首
記
』
『
春
秋
』
『
論
語
』
『
孝
経
≒
孟
子
』
で
あ
る
。
清

の
葉
名
漕
の
『
北
宋
汁
學
二
曖
石
経
以
』
に
は
宋
は
『
孟
子
』
£

経
に
升
し
て
、
『
論
語
』
『
孝
紅
』
と
共
に
三
小
経
と
篤
し
、
六

経
と
合
し
て
九
と
し
た
と
云
ひ
、
宣
和
年
間
諜
二
亀
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

貢
が
『
孟
子
』
を
刊
し
て
蜀
石
経
の
訣
を
袖
っ
た
の
は
多
分
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

學
の
石
経
に
模
効
し
た
の
だ
ら
う
と
説
い
た
の
は
正
し
い
。
李

師
聖
の
闘
遺
し
て
。
耐
置
せ
ん
と
欲
す
と
云
っ
だ
の
は
原
石
が
圓

遺
し
、
‐
酎
１
し
之
を
補
は
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
清
の
具
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

面

措
が
災
門
の
薄
白
良
の
家
で
『
孟
子
』
を
見
る
を
得
、
丁
晏
が

淮
安
の
書
店
で
得
た
拓
本
一
束
中
に
孟
子
が
有
っ
だ
の
は
そ
の

明
澄
で
、
歴
史
に
明
文
無
し
と
て
之
を
疑
ふ
こ
と
は
出
来
た

‰
九
経
の
原
石
は
元
代
に
撒
ほ
汁
學
に
存
し
た
。
（
明
の
于

炎
正
の
『
天
下
金
石
志
』
に
は
金
石
経
牌
を
載
そ
て
『
順
天
府

奮
燕
城
南
の
金
國
子
學
に
あ
り
‥

す
゜
今
磨
滅
完
た
ら
す
゛
と
云
心
じ
金
に
は
石
経
を
刻
す
る
の

碑
『
春
秋
』
『
噌
記
ご

事
な
く
、
志
に
そ
の
書
胎
を
云
は
ぬ
た
め
、
之
が
北
宋
二
値
石

経
か
否
か
判
ら
ぬ
。
清
の
孫
承
滞
の
『
春
明
夢
餓
鎌
』
に
「
九

経
石
刻
も
と
汁
梁
に
庇
り
。
金
人
燕
に
移
置
す
、
今
復
た
存
せ

す
」
と
云
ふ
が
、
何
の
依
抹
あ
る
か
知
ら
ぬ
。
丁
艮
心
は
金
人

は
『
首
記
』
『
春
秋
』
等
の
石
の
み
移
し
て
他
は
汁
學
に
留
め
、

或
は
他
所
に
移
し
た
の
で
は
な
い
か
と
孵
す
る
が
、
之
は
全
く

瞭
携
の
無
い
想
像
に
止
る
）
、
多
少
残
訣
し
て
ゐ
る
が
、
亦
修

復
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
時
亡
快
し
た
か
不
明
で
あ
る
。

汪
祚
は
そ
の
亡
び
た
の
は
元
末
だ
と
す
る
。
陳
順
ぽ
其
の
石
が

磨
滅
破
砕
し
て
完
全
な
も
の
が
少
く
、
斎
座
の
礎
石
が
断
碑
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

そ
の
上
に
文
字
を
ぼ
ん
や
り
見
た
。
朱
彝
奪
は
黄
河
の
泥
の
下

に
沈
ん
だ
と
云
ひ
、
畢
況
は
修
築
の
時
敷
瓦
と
し
て
使
用
し
た

　
　
　

⑨

と
云
ふ
。
李
師
聖
の
修
復
の
後
、
又
漸
次
崩
壊
し
て
共
の
破
損

移
榜
の
逞
路
が
最
早
辿
り
得
た
く
な
っ
た
。
其
の
残
石
の
今
僅

に
存
す
る
も
の
に
『
周
易
』
『
伺
書
』
が
開
封
（
『
宣
宇
訪
破
録
』

に
見
え
る
。
行
数
字
数
は
未
詳
で
あ
る
）
に
あ
り
、
『
周
首
』
巻

一
と
谷
五
中
の
敷
石
が
陳
留
に
あ
り
、
『
首
記
』
檀
弓
篇
の
六

－４



　
　
　

十
行
が
開
封
に
中
川
篇
の
瓦
ナ
行
が
開
封
東
岳
廟
に
あ
り
べ
孝

ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

ぢ

　

純
』
十
一
行
が
開
封
圖
１
　
営
に
あ
る
0
1
拓
本
の
苦
録
せ
ら
れ
る

　
　
　

も
の
は
先
づ
災
門
の
薄
氏
蕉
蔵
の
四
大
１
　
あ
り
。
『
伺
書
』
『
周

　
　
　

嶮
』
『
鎗
記
』
『
孟
子
』
が
含
ま
れ
る
が
現
在
そ
の
存
否
は
判
ら

　
　
　
　
　

⑩

　
　
　

な
い
。
山
陽
の
丁
氏
の
蒐
聚
は
最
も
多
く
、
『
易
』
『
詩
』
『
書
』

　
　
　

『
周
噌
』
『
鎗
記
』
『
春
秋
二
孟
子
』
の
七
経
凡
そ
三
千
百
二
十

　
　
　

八
行
、
三
萬
三
百
膀
字
（
細
目
は
丁
晏
の
『
北
宋
滓
學
二
醒
石

　
　
　

紅
記
一
に
あ
る
』
に
上
り
、
今
は
貴
４
　
の
劉
世
増
の
家
に
諮
し

　
　
　

た
。
上
流
羅
振
玉
の
蔵
す
る
新
膏
拓
本
に
『
周
疆
≒
聘
記
』
『
孝

　
　
　

純
一
の
凡
そ
五
百
五
十
膀
行
か
お
り
、
吉
石
豆
叢
書
三
四
集
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聊

　
　
　

よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

　
　
　

①
『
王
海
』
は
巻
四
十
三
、
嘉
結
石
標
の
條
下
の
文
。
『
綾
灸
治
通
鑑
長

　
　
　
　

編
』
は
倦
百
九
十
三
。
三
月
と
あ
る
は
六
月
の
誤
。

　
　
　

③
害
者
は
『
玉
海
』
同
俗
宋
朝
石
標
の
條
に
、
楊
南
仲
害
と
あ
り
、

　
　
　
　

嘉
結
石
標
の
條
に
章
友
直
・
張
次
立
が
篆
書
の
１
　
者
な
り
と
一
二
つ
で

　
　
　
　

ゐ
る
。
朱
翌
『
狩
畳
寮
雑
記
』
に
は
「
本
朝
石
紺
は
胡
恢
の
書
な
り
」

　
　
　
　

啖
云
ふ
。
張
國
洽
の
『
頷
代
石
紹
考
』
に
は
他
に
書
者
を
畢
げ
る
。

　
　
　

③
『
王
海
』
同
巷
、
宋
朝
石
標
の
條
及
び
嘉
結
石
標
の
條
。

　
　
　

④
周
密
『
発
辛
雑
識
別
集
』
巻
上
、
（
學
津
討
原
所
収
）

　
　
　

⑤
『
修
復
注
學
石
標
記
』
及
席
賞
の
言
は
『
標
義
孜
』
巻
二
百
九
十
引

　
　
　
　

く
所
に
よ
る
。

　
　
　

④
哭
玉
複
『
金
石
存
』
巻
五
、
栄
二
替
石
斂
・
周
易
・
付
書
建
碑
の
條

　

に
「
む
て
四
大
釘
を
哭
門
の
薄
白
昆
の
家
に
見
る
。
乃
ち
官
書
・
周

　

綾
・
綾
記
・
孟
子
の
『
文
な
り
』
と
云
つ
て
ゐ
る
。

雨
葉
名
澄
『
北
宋
作
學
二
盤
石
総
政
』
（
石
純
彙
函
所
収
）
に
よ
る
。

廓
『
天
下
金
石
志
』
（
顧
氏
金
石
輿
地
叢
書
所
収
）

⑨
丁
晏
『
北
米
作
學
二
盤
石
紅
記
』
（
石
純
彙
画
所
収
）

⑩
汪
祚
の
誕
は
杭
世
駿
『
石
経
考
異
』
谷
下
の
引
く
所
。
陳
頑
の
言
は

　

『
紅
義
考
』
谷
二
百
八
十
九
引
く
所
に
よ
る
。

口
朱
氏
の
脱
は
『
経
義
考
』
巻
二
百
八
十
九
に
あ
る
。
畢
溌
は
。
『
中
州

　

金
石
記
』
に
よ
る
。

⑩
孫
星
行
の
『
袁
宇
訪
碑
録
』
谷
六
に
は
河
南
詳
符
豚
の
周
易
・
付
書

　

歿
碑
の
外
に
陳
留
噺
の
周
続
建
碑
が
あ
る
。
檀
弓
建
碑
は
哭
式
芥
の

　

『
襖
古
録
』
及
び
翁
方
綱
の
『
宋
石
純
趨
記
檀
弓
蹟
』
に
よ
る
。
『
孝

　

純
拓
本
』
は
『
河
南
岡
書
館
蔵
石
目
』
中
に
あ
る
。

⑩
註
⑧
參
照
。

⑨
羅
氏
は
別
に
民
國
十
二
年
『
北
宋
二
盤
石
純
易
書
詩
続
記
周
続
宋
拓

　

残
本
』
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
を
出
し
て
ゐ
る
。

―
‐
・

南
宋
石
経
は
高
宗
皇
帝
の
御
書
で
紹
興
十
三
年
Ｊ

左
僕
射
秦
檜
が
石
に
刻
し
て
四
方
に
頒
布
せ
ん
と
奏

請四暦
て
月

し
た
。

且
ハ
の
経
数
は
『
周
易
』
『
尚
書
』
『
毛
詩
≒
春
秋
左
傅
≒
論
語
』

「
孟
子
」
で
あ
り
、
字
殖
は
楷
書
で
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
だ
け

は
行
楷
で
あ
る
。
『
首
記
』
の
學
記
・
経
解
・
中
庸
・
儒
行
・
大

學
の
五
篇
は
元
来
は
太
學
石
経
の
内
で
は
な
い
。
淳
煕
四
年

　
１
づ
い
に
「
光
尭
石
経
之
閣
」
を
立
て
石
経
を
奉
安
し
た
時
、
知
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府
疸
媛
老
が
探
訪
幕
刻
し
て
義
経
の
閥
を
補
っ
た
も
の
で
あ

　

①
る
。
諸
総
合
し
て
二
百
石
あ
る
。
元
初
に
西
蕃
伶
の
楊
通
員
伽

が
諸
の
石
を
運
ん
で
行
宮
故
址
に
塔
を
建
て
ん
と
謀
っ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

杭
州
の
推
官
中
屠
致
遠
が
力
を
轟
し
て
筝
っ
た
の
で
止
め
た
元

②
『
元
史
』
巻
百
七
十
、
喫
屠
致
遠
傅
に
見
え
る
。

③
陳
基
の
『
夷
白
集
』
西
湖
書
院
書
目
序
に
よ
名
。

④
此
の
顛
末
は
『
雨
浙
金
石
志
』
巻
九
に
引
く
所
司
臭
訥
の
石
鼓
歌
の

　

序
及
前
引
の
楊
一
清
の
文
に
詳
し
い
。

⑤
『
両
浙
金
石
志
』
巻
九
。

末
に
憲
政
液
訪
使
俳
１
　
が
府
學
を
改
め
７
西
湖
書
院
と
≒
碑

　
　
　

清
石
経
は
乾
隆
五
年
品
０
　
に
蒋
衡
が
手
書
し
７
上
進
し
慾

閣
と
も
に
慶
さ
れ
９
　
明
洪
武
十
二
年
Ｊ
Ｊ
ｙ
仁
和
懸
學
を
書

　

勤
殿
に
貯
え
た
本
を
五
十
六
年
丿
皿
　
　
に
始
め
て
命
じ
て
石
に

院
に
移
し
た
。
宣
徳
元
年
皿
Ｊ
Ｅ
災
訥
が
知
府
盧
玉
潤
に
属
し

　
　

刻
し
て
太
學
に
立
て
た
の
で
あ
必
。
其
経
数
は
『
周
易
』
『
尚

て
収
集
し
て
完
全
な
碑
・
残
碑
合
せ
て
百
片
を
得
て
殿
後
と
南

側
房
と
に
置
い
た
。
次
い
で
天
順
三
年
匹
丿
七
城
隅
の
司
閔
に

　
　
　

新
學
を
改
築
し
た
時
、
石
を
全
部
徒
さ
れ
た
が
、
正
徳
十
三
年

　
　
　

Ｊ
Ｊ
心
宋
廷
佐
が
叉
命
じ
て
杭
州
府
學
に
置
い
七
心
清
の
暖
刑

　
　
　

が
『
所
浙
金
石
志
』
を
輯
め
た
時
に
は
偉
ほ
八
ナ
六
石
（
『
周

　
　
　

易
』
二
石
、
『
尚
書
』
七
石
、
『
毛
詩
』
十
石
、
『
中
庸
』

　

一
石
、

　
　
　

『
春
秋
左
傅
』
四
十
八
石
、
『
論
語
＝
七
石
、
『
孟
子
』
十
一
石
）

　
　
　
　
　
　

④

　
　
　

あ
っ
た
が
、
現
在
ま
た
九
石
（
『
偉
８
　
』
一
石
、
『
春
秋
左
傅
』
八

　
　
　

石
）
無
く
な
っ
た
。
完
全
な
拓
木
は
も
と
星
子
の
白
鹿
書
院
に

　
　
　

あ
り
、
宋
の
朱
熹
表
請
し
て
頒
っ
だ
も
の
で
あ
る
。
近
年
書
院

　
　
　

が
火
災
に
か
Ｘ
つ
て
此
本
も
次
熾
に
錨
し
た
。

Ｊ

　
　

①
『
玉
海
』
巻
四
十
三
、
紹
興
御
１
　
石
紺
に
そ
の
顛
末
が
最
も
詳
細
に

　
　
　
　

記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

書
』
『
毛
詩
』
『
周
曽
』
『
儀
膿
』
『
破
記
』
『
春
秋
左
傅
』
『
春
秋

公
羊
傅
』
『
春
秋
穀
梁
傅
』
『
論
語
』
『
孝
組
』
『
爾
雅
』
『
孟
子
』

の
十
三
組
で
あ
る
。
そ
の
石
敷
は
『
易
』
六
石
、
『
書
』
八
石
、

『
詩
』
の
序
を
併
せ
て
十
三
石
、
『
周
聘
』
十
五
石
、
『
儀
破
』
十

七
石
、
『
噌
記
』
二
十
八
石
、
『
左
傅
』
六
１
　
石
、
『
公
羊
』
十
二

石
、
『
穀
梁
』
十
一
石
、
『
論
語
』
五
石
、
『
孝
経
』
一
石
、
『
爾

雅
』
三
石
、
『
孟
子
』
十
石
、
乾
隆
五
六
年
の
上
論
と
六
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

の
和
坤
の
表
の
一
石
と
共
に
一
百
九
十
石
で
あ
る
。
東
西
の
側

房
各
牛
分
宛
威
し
西
の
棟
か
ら
始
り
、
東
の
棟
に
終
る
。
東
の

棟
は
北
を
上
に
し
、
東
棟
は
南
を
上
に
す
る
。
其
宇
畷
は
員
書

で
碑
首
に
は
「
乾
隆
御
定
石
経
之
碑
」
八
宇
が
あ
り
篆
書
で
書

か
れ
る
。
毎
碑
雨
面
に
刻
さ
れ
ご
面
は
六
列
一
列
三
十
五
行
、

行
十
字
で
、
今
猶
完
全
で
清
の
故
國
子
監
に
あ

祐
０
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①
『
東
華
緬
録
』
乾
降
五
十
六
年
十
一
月
上
論
に
よ
る
。
『
借
史
列
傅
』

　

蒋
衡
傅
に
よ
る
と
蒋
衡
の
書
は
乾
陪
三
年
に
完
成
し
た
と
云
ふ
。

②
『
歴
代
石
細
考
』
に
は
徐
鴻
賓
氏
の
言
に
抑
つ
て
各
細
の
石
撒
を
畢

　

げ
て
ゐ
る
が
、
馬
氏
と
一
致
し
、
唯
上
論
及
び
表
を
ば
畢
げ
す
、
計

　
　
　
　
　
　
　
　

－

　

百
八
十
九
石
と
す
る
。
済
石
紺
は
款
宮
博
物
俯
長
た
り
し
馬
衡
氏
の

　

宜
地
訓
禿
の
細
論
に
基
づ
く
。

　

太
學
に
立
て
た
い
脛
に
は
、
唐
に
石
毫
孝
経
が
あ
り
、
唐
玄

宗
の

に
あ

御
注
御
書
で
天
資
五
載
四
万
七
に
立
て
ら
れ
ゝ
今
も
長
安

４
　
宋
に
紹
興
府
學
の
孝
経
あ
り
仰
寧
五
年
皿
少
一
に
立

て
ら
れ
た
。
杜
春
生
の
『
越
中
金
石
記
』
は
謝
景
初
の
書
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

謐
し
た
。
今
も
紹
興
に
存
す
る
。
高
宗
御
書
具
草
二
顛
孝
経
は

紹
興
十
四
年
丿
酪
Ｅ
の
立
で
、
後
に
秦
檜
の
践
が
あ
り
、
今
は

　
　
　
　

④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

逡
寧
に
あ
る

　

（
臨
安
の
原
刻
は
已
に
快
し
た
）
。
外
に
二
本
あ

　
　
　
　
　
　

④

　
　
　
　

④

り
、
一
は
南
海
、
一
は
陽
新
に
あ
つ
て
、
皆
高
宗
の
書
で
あ
る
。

明
に
は
國
子
監
孝
経
が
あ
り
、
萬
暦
年
間
順
ぱ
ま
三
蔡
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

中
　
０
立
て
た
所
で
、
今
は
歴
史
博
物
館
に
あ
る
。
経
文
の
一
部

を
録
し
た
者
に
唐
の
李
陽
冰
の
篆
書
の
『
易
』
謙
卦
二
本
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

は
富
塗
、
一
は
蕪
湖
に
あ
る
。
宋
の
司
馬
光
の
書
い
た
『
易
』
家

人
・
艮
・
損
・
盆
・
四
卦
と
『
諒
記
』
中
庸
・
察
記
二
篇
と
『
左

傅
』
の
晏
子
の
語
は
今
は
杭
経
に
あ

ら
作
（
家
人
卦
の
み
は
紹

興
十
九
年
晒
作
い
融
５
　
復
刻
せ
ら
れ
弓
張
拭
の
書
い
た

『
論
語
９
　
問
政
篇
が
淳
叱
十
一
年
万
作
Ｅ
の
刻
で
ぐ
今
は
桂
林

　

－

　

－

　

一

　

一
1
1
1
1
｀
ｋ

　

－

　
　

ｒ
一

　
　
　

－
－

　

Ｆ
Ｆ

に
あ
る
。
朱
熹
の
書
い
た
『
易
』
繋
附
は
今
常
徳
に
存
す
る
。

吊
『
宸
字
訪
碑
録
』
俗
三
、
『
金
石
蔡
編
』
谷
八
十
七
、
何
れ
も
天
賓
四

　

載
九
月
に
繋
げ
て
ゐ
る
。

④
『
越
中
金
石
記
』
悠
二
。

④
哭
式
券
の
『
金
石
彙
目
』
巻
十
六
ノ
ニ
、
四
川
省
滝
川
府
逞
寧
邸
邸

　

學
に
あ
り
、
凡
四
碑
で
今
そ
の
第
二
を
挽
す
と
一
石
ふ
。

④
『
金
石
華
編
』
巻
百
四
十
八
に
よ
る
と
、
清
の
王
昶
は
杭
州
府
學
雲

　

星
門
内
の
左
右
壁
に
為
る
を
見
た
と
云
ふ
。
馬
氏
が
そ
の
快
し
た
と

　

一
石
ふ
の
は
何
時
の
こ
と
で
あ
る
か
知
ら
な
い
。

の
同
書
巻
十
七
、
廣
東
省
廣
州
府
南
海
豚
の
廣
州
府
學
大
成
殿
の
後
に

　

あ
る
I
＊
｡
ｏ

④
同
書
巻
十
四
、
湖
北
省
興
國
州
學
に
あ
る
。

⑦
『
絢
義
考
』
巻
二
百
九
十
二
、
明
國
子
監
石
刻
孝
紹
。

⑧
干
亮
正
『
天
下
金
石
志
』
に
蕪
湖
の
‘
民
家
に
あ
り
と
Ｉ
ぷ
つ
て
ゐ
る
。

　

『
金
石
彙
目
』
巻
五
に
、
富
塗
懸
に
李
陽
冰
の
謙
卦
交
僻
篆
書
を
出

　

し
、
蕪
湖
邸
に
同
題
あ
り
、
邸
學
明
倫
堂
の
壁
に
あ
り
、
翻
本
な
り

　

と
云
つ
て
ゐ
る
。
金
石
華
編
巻
九
十
八
。

⑨
同
書
巻
七
、
浙
江
省
杭
州
府
の
以
上
の
内
、
家
人
卦
・
楽
記
・
巾
庸

　

は
南
屏
山
興
敦
寺
に
あ
り
、
椙
卦
は
南
山
幽
居
洞
に
あ
り
、
艮
卦
は

　

浄
慈
寺
、
晏
子
語
は
南
山
太
子
溥
に
あ
り
と
云
ふ
。

⑩
『
金
石
彙
目
』
巻
十
八
、
廣
西
桂
林
府
弾
子
巌
題
刻
巾
に
あ
る
。

⑥
同
巻
十
五
、
湖
南
省
常
徳
府
武
陵
邸
の
府
學
明
倫
炊
に
朱
子
の
易
有

　

大
陸
の
一
段
-
≪
あ
る
が
’
明
刀
Ｅ
統
緊
間
Ｋ
'
ｔ
ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｌ
'
-
＾
i
。
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石
経
の
文
字
を
校
正
し
経
に
附
し
て
行
は
れ
た
も
の
に
唐
の

張
１
　
の
『
五
経
文
字
』
唐
の
玄
度
の
『
九
経
字
様
』
が
あ
り
、

店
石
組
の
。
後
に
附
し
、
今
も
長
安
に
あ
『
る
。
宋
に
は
晃
公
武
の

『
石
組
孜
異
』
と
張
良
の
『
石
経
注
文
致
異
』
が
あ
り
、
『
蜀
石

経
』
の
文
字
を
校
正
し
た
が
惜
し
い
哉
石
経
と
倶
に
亡
び
て
仕

舞
っ
た
。

　

其
他
の
書
籍
の
刻
石
は
魏
文
帝
の
『
典
論
』
が
最
初
で
明
帝

は
そ
の
先
帝
の
不
朽
の
格
言
で
あ
る
故
に
廟
門
の
外
と
大
學
に

刻
し
た
が
、
正
始
石
経
と
共
に
亡
び
た
。
唐
の
顔
箕
卿
の
書
し

た
顔
元
孫
の
著
『
干
録
字
書
』
、
宋
高
宗
書
の
『
破
部
韻
略
一
一
は
災

興
の
墨
妙
亭
で
火
災
に
か
ｘ
つ

心
。
宋
の
劉
球
の
『
隷
韻
』
、
葬

侭
功
の
『
歴
代
鐘
鼎
彝
器
飲
識
』
は
最
初
は
石
本
で
あ
る
が
、
今

は
版
本
の
み
あ
っ
て
石
刻
は
早
く
亡
ん
９
　
石
本
の
今
残
っ
て

ゐ
る
も
の
は
、
『
韓
詩
外
傅
』
悩
石
が
滋
陽
の
牛
氏
に
蔵
せ
ら

れ
、
玩
元
は
唐
刻
と
鑑
定
し
た
。
重
模
本
の
『
干
録
字
書
』
は

港
南
四
あ
る
　
０
皇
象
の
書
の
章
草
『
急
就
篇
』
を
宋
の
葉
夢
得

　
　

が
幕
し
た
本
に
宋
克
が
六
百
十
六
字
を
補
っ
た
も
の
を
、
明
正

　
　

統
年
問
詣
‰
七
ハ
混
お
回
刻
ヒ
如
宋
霖
貫

７

　
　

の
『
設
文
偏
旁
字
原
』
（
成
子
二
年
″
一
一
一
九
）
劉
敞
の
『
先
秦
古
物

な

記
』
（
嘉
焔
八
年
Ｊ
Ｊ
と
は
長
安
９
　
る
。
此
の
外
で
石
本
書
籍

の
流
傅
す
る
も
ひ
は
頗
る
少
い
で
あ
ら
う
。

①
張
艦
『
墨
妙
亭
碑
目
孜
』
參
照
。

⑦
蔀
狗
功
の
著
の
石
本
は
『
石
刻
補
斂
』
倦
上
に
も
見
え
る
。
そ
の
後

　

石
本
亡
ん
で
久
し
く
版
本
の
み
存
し
た
が
、
民
國
十
八
年
中
央
研
究

　

院
歴
史
語
言
研
究
所
の
徐
中
舒
が
内
閣
大
庫
橋
案
の
中
か
ら
宋
拓
本

　

の
残
葉
三
枚
を
得
て
同
所
牧
刊
第
二
本
第
二
分
に
公
に
し
七
。
其
後

　

趙
萬
里
に
よ
っ
て
鼓
見
せ
ら
れ
た
十
六
葉
を
加
へ
、
民
國
二
十
一
年

　

同
所
か
ら
影
印
『
歴
代
鐘
鼎
彝
器
欲
識
法
帖
残
本
｀
と
題
し
て
公
刊

　

せ
ら
れ
仁
。

③
院
元
『
山
左
金
石
志
』
巻
十
三
、
韓
詩
外
傅
歿
石
參
照
。

④
『
金
石
葦
編
』
倦
九
十
九
。

④
孫
星
行
『
急
就
篇
孜
異
序
』
に
よ
る
。

④
畢
院
の
『
間
中
金
石
志
』
巻
一
。

　

正
誤

　

前
琥
「
支
那
金
石
贋
概
要
」
四
七
頁
ド
ー
九
行
圭
首
は
嫡
首

　
　

の
誤
。

　
　
　
　
　

。
日

　

本

　

寄

　

語

　
　

（
前
六
Ξ
頁
よ
り
績
１
）

無
工
夫

死怪喚笑

一
孫

　

イ
ソ

擢
水

　

ガ
シ

剌
大

　

（
は
）
レ
タ

加
右

　

？

歪
罷

　

ワ
ラ
（
ふ
）

45－-


